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の円滑を期して行こうとしているようである．このこと

が最近急激に部落集団による防除機具の共同所有を増大

させているものと考えられる．しかしこの所有共同とし

て結ばれている集団の姿が，共同防除としての作業体の

在り方を充分発揮しているとはいいきれないようである

が，これは今後質的発展のいかんにあるのではないかと

考えられる．従ってこのような農民の（自己表現の）独

自性と，相互扶助に始まる協同性とを育成助長しつつ，

その技術水準を高めていったならば，あるいは共同防除

への目的も遵せられて行くのではあるまいかと考えられ

る．

しかしすでに一両．防除作業が機枕化し薬剤散布が高

能率になり，実際の散布には共同であろうと，個人であ

ろうと，多くの人数を要しないことから最近個人または

農協（共）団体などによる事業的請負散布式のいわゆる

専門化の方向が見受けられてきており，そしてまた防除

技術体系の簡易化が試みられ，その全体としての防除作

栗体系の地域的標準化が望まれていること等は，今後病

害虫防除の共同化を考える時強く注視しなければならな

い点と考えられる．

以上本県の水田病害虫防除の概観を紹介し御批判をお

顧いする．

牧　野　改　良　の　機　械　化

美　　沢　　育　　雄

（鼻林省岩手種畜牧場）

1．ま　え　が　き

牧野の造成改良の問題が重要性を加えて来たが，わが

国牧野の分布状況とその環境条件は多くの困難性を伴っ

ている．これに抜本的改良を加えようとする場合，従来

の方法だけによって成しとげようとすることは不可能に

近いことでもあり，また仮に出来たとしても最も大切な

緊急性を解決するためには極めて不十分であり，到底要

請に応じることは困難であろう．そこでこの陸路を打開

するために施策の一環として牧野の機械化施設が設置さ

れて開発事業が進められている．

2．横械化施設

国営として8カ所の牧野改良セソクーが国立種畜牧場

に，県営として同様の施設が国の助成によって設置され，

ともに主として集酪地域内の板野を対象として改良事業

が行われ，現在までに国営約3，000ba・県営22，000haの

草地が造成された．

3．牧野改良用機械

これに用いられる機械の設置状況を見ると，これまで

導入されたものは主として草地造成のものであるが，最

近に至り逐次利用管理用のものも導入されて作業の一文

能率化が促進されつつある．原動桟はいずれもトラクタ

ーが用いられており，33年安までに国有25台・県有282

台の多きを数え，型式・大きさ等は全く多種多様であ

る．トラクターは利用日的によって遠ばれなければなら

ないが，抜取用は大型のクローラー型のものが多く，機

種についてはある程度限定されている．起土整地用は中

型のもので，わが国牧野の現状からしてクローラー塾の

ものを備付けることが原則で，その大きさは作業地区の

面積・地形及び所要牽引力によって決めなければならな

い，現在の使用状況を見ると，障害物除去の場合トラク

ターの能力以上に負荷する傾向があって，これに起因し

た故障損耗率が多い．このことはトラクターの耐用年限

と保守管理上特に重要である．

耕起用としてはプラッシュブレーカー・ポットムプラ

ウ・デスクプラウまたは表層破砕にローターベーター・

大型の花塑デスクハローが用いられている．プラウはポ

ットム・デスクとも新墾・再墾用の二種があるが，この

選定と使い分けが十分でなく，これがため作業効果を減

じている様に思われる．ポットムは一連の頑丈のものが

適しており，この点ブラッシュブレーカーは好成綾を示

している．

整地用としてはデスクハロー・ツース′、ロー・カルチ

′くッカー等が普通用いられ，デスク′、。ーほ再壁用のも

のが多く使用されているが，牧野には頑丈でデスクの大

きいしかも重量のあることが必要である．デスクの型式

も花型と円型とがあるが花型が適している．

利用管理用としては撤肥器・播種器及び牧草収穫機が
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一般的なものであるが，最近は牧干草の品質改善と作業

功程の能率化のためにへ－コソジシヨナ一・へ－ベーラ

ー・ドライヤー等の新式大農具が逐次普及しつつある．

またフォレージ・ハーベスター等のグラスサイレージ調

製用の大兵具も見られる様になった．

この様に牧野は広い地槙を有すること・枕枕化の必要

性が多いこと及び機械化による効率が高まる事等から急

速に利用性が増大するものと思われる．

第1表．ト　ラク　タ

4．トラクターの組合せ

牧野改良セソクーのトラクターの所要台数は，セット

として各トラクターが最も効率的に稼動出来る様に作業

別に所要台数を配置することが必要である．例えば国立

セ∴／クーのトラクターの作業美綺を見ると第1表の通り

で，作業功程からして台数にアソバランスが生じ　これ

を是正することが必要となってくる．

一別の作業実績

作　業　別 トラクターの型
作業別ha当
り所用時間

障害物除去

起　　　　　土

整　　　　　地

レーキ付大型トラ
クター（50～60P）
中型トラクター

（40Ⅱり
小型トラクター

（30P）

13．5

19時間

8．6

4．9

（過去4カ年平均）

ba当り所要
時間　比率

作業功程を同一
にするために要

る台数率

国のセンター
の場合の現有

1セット当り
是正台数

5．牧野改良作業実績

これまでに当場で実施した依斬牧野改良の成掛は第2

蓑の通りである．

第2表．依頼牧野改良実施成漬

計

注：岩手種畜牧場の5カ年間（昭和29′〉33年）の実

績である．

牧野現地の立地条件は非常に複雑しており，今まで実

施したところを見ると大部分が山岳丘陵地帯の相当部分

第3表．抜板

傾斜の多い地形で，機械作業には極めて不便である．樹

林地の伐採跡地が多く直径50印以上の根株は稀ではない

から，抜根作業は非常に困難を伴うものである．平坦地

は少く傾斜地の作業がほとんどである．また土壌条件も

極めて不良である．改良作業は普通抜板・起土・整地の

一連作業が行われるが，起土整地だけの場所もある．作

業別の実績を取まとめて表示すると次の通りである．

1．障車物除去（抜棍作業）

国営センターにおける最近3カ年間の作業功程は第3

表の通りである．

これを見るとha当り所要時間は平均20．1時間，1日

当り作業量は平均3．4アールで，また県営センターの32

年度の平均実績はそれぞれ24．8時間2．4アールとなって

おり，その行程の概要が察知されよう．なお当場におけ

る管下3県の作業実掛は第4表の通りであり，ha当り

所要時間では平均21．3時間を要し，全国平均より多くな

っている．

作　業　成　蘇

注：国営8牧野改良セ∴／クーによる作業実績である．
作業機はTD－97台・′ト松D－501台・NTK－41台　計9台である・
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第4表．県　別　作　業　実　弟

手

注：岩手種畜牧場の昭和29年～33年の5カ年間の作業突詰である・

抜根作業は牧野改良の基礎的な重要な作業であるが，

反面非常に困難を伴い作業功程も少いものである．

2．耕起作業

耕起作業の功樫は第5表の通りであり，ba当り9．3時

間を要し，1日当り作業量は6．78アールとなっている．

また当場の管下3県の実掛は第4表に示した通りで，県

第　5　表．　耕　起

別によって可成りの差異がある．これは作業地の条件に

ょるもので，普通起土は抜根跡地を行うが，牧野によっ

ては障害物はなく起土整地だけの場合もあり，また地形

が作業功程に著しく影響している．作業功程は同一作業

機を用い，既成草地の場合と比較して何れも半分程度と

なっている．

作　業　実　績

注：国営8センターの作業実績を示す．

3．整地作業

整地作業の実績を示すと第6表の通りで，3回掛けで

第　6　表．　整　地

平均ba当り5．6時間となっている．これは普通畑地と比

較すると可成り多くの時間を要†してい隼
l

作　　業　　実　　結

計

注：国営8セソクーの作業実績である．

お　　わ　　り　　に

以上現在設置されている牧野改良施設の概要と若干の

作業実績について紹介したが，わが国牧野の現状からみ

てこれが改良は機械力によって行わなければ到底達成す

ることは難しいこと，また作業の実施は非常に困難を伴

うものであること等が経験によって明かにされ，なおト

ラククー及び大農具の設置は多額の資金と維持費を必要

とするものでト経営上の問題点とこれ等の機械作業は将

来草地造成の成否を支配する基礎的な重要問題であるか

ら，技術的にも改善向上の必要がある．機械管理につい

ても同様に幾多の問題点があるから，これらの諸条件を

早急に整備してこの事業の発展と成果を期待して止まな

い．


